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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不正行為を検出する検出手段と、
　前記検出手段からの検出信号に基づき、パルスの幅及び間隔のうちの少なくとも一方を
変えることにより前記複数種類の不正行為を識別することができる不正検出パルス信号を
生成して出力する不正検出信号生成手段と、
　前記不正検出信号生成手段が出力する複数の異なる不正検出パルス信号を同一の端子で
受信するための一つの不正用共通入力端子と、一つの前記不正用共通入力端子から入力し
た複数の異なる前記不正検出パルス信号を、前記不正検出パルス信号に対応する、リレー
の接点の開閉信号であって、前記リレーのコイルが励磁されているときの期間を一定とし
、前記リレーのコイルが励磁されていないときの期間を変えることにより各信号を識別で
きるようにした複数の異なる不正検出開閉信号に変換して出力するインターフェイス手段
と、前記インターフェイス手段により変換された複数の異なる前記不正検出開閉信号を同
一の端子から外部に出力するための一つの不正用共通出力端子と、を有する外部集中端子
板と、
　を具備することを特徴とする回胴式遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の回胴式遊技機の前記外部集中端子板から外部装置に送出する信号を中
継する中継基板であって、
　前記外部集中端子板の前記不正用共通出力端子に接続される防犯用共通入力端子と、



(2) JP 5333979 B2 2013.11.6

10

20

30

40

50

　同一の前記防犯用共通入力端子から入力される複数の異なる前記不正検出開閉信号を、
前記不正検出開閉信号の変換元の信号である前記不正検出パルス信号に対応するパルス信
号に変換する変換手段と、
　前記変換手段によって変換された前記パルス信号のパルスの状態に基づいて前記不正行
為の種類を判別して、前記不正行為に応じた信号を各信号ごとに別個の端子から出力する
判断手段と、
　前記判断手段が出力する前記不正行為に応じた信号を各信号ごとに別個の端子から外部
装置に出力するための防犯用出力端子と、
　を具備することを特徴とする回胴式遊技機用防犯信号出力基板。
【請求項３】
　前記不正検出パルス信号は、パルスの間隔を違えることにより、前記複数種類の不正行
為を識別することができるようにしたものであり、前記判断手段は前記不正検出パルス信
号に対応するパルス信号のパルスの間隔に基づいて前記不正行為の種類を判別することを
特徴とする請求項２記載の回胴式遊技機用防犯信号出力基板。
【請求項４】
　前記不正検出パルス信号は、ヘッダー部と、前記ヘッダー部に続いて送られる前記複数
種類の不正行為を識別するための識別用信号パターン部とを含むものであり、前記判断手
段は前記ヘッダー部に続いて送られてくる識別用信号パターン部のパルスの状態に基づい
て前記不正行為の種類を判別することを特徴とする請求項２記載の回胴式遊技機用防犯信
号出力基板。
【請求項５】
　前記外部集中端子板は、遊技状態を示す遊技状態信号を受けるための入力端子を備え、
インターフェイス手段は、遊技状態を示す前記遊技状態信号を、前記遊技状態信号に対応
する、接点の開閉信号である遊技状態開閉信号に変換するものであり、前記外部集中端子
板は、前記遊技状態開閉信号を外部に出力するための出力端子を備えるものであり、
　前記回胴式遊技機用防犯信号出力基板は、前記遊技状態開閉信号を入力するための入力
端子と、入力した前記遊技状態開閉信号を、そのまま前記外部装置に送出するための出力
端子を備えるものであることを特徴とする請求項２乃至４の何れか１項に記載の回胴式遊
技機用防犯信号出力基板。
【請求項６】
　前記判断手段が出力する信号を、当該信号に対応する、電気的に絶縁された接点の開閉
信号である防犯開閉信号に変換して出力するドライブ手段を備えることを特徴とする請求
項２乃至５の何れか１項に記載の回胴式遊技機用防犯信号出力基板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技メダルを用いて遊技を行う回胴式遊技機に関するものであり、特に回胴
式遊技機が不正行為を検出して発する不正検出信号を外部装置に出力するための回胴式遊
技機用防犯信号出力基板に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、回胴式遊技機では、各種の不正行為に対して、不正行為を未然に防止するた
めの種々の工夫がなされている。例えば、従来の回胴式遊技機は、回胴式遊技機の前面扉
が開かれたとき、或いは設定キースイッチがＯＮ状態とされたとき、或いは正規の賞メダ
ルの払い出し以外のときにホッパーモータ駆動信号を発したとき、これらの状態を検出し
て防犯用警報を発するように構成されている。また、回胴式遊技機によっては、電源投入
後の一定期間（例えば、１０秒間）だけ、防犯用警報を発するようにしているものもある
。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２８２４１６号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の回胴式遊技機では、各回胴式遊技機毎に、警報音を発したり、遊
技を中止したりして不正行為を防いでいるだけである。このため、回胴式遊技機が設置さ
れている遊技場では、不正行為の管理、例えば、どの回胴式遊技機で、どのような不正行
為が何回位行われたかなどは管理することができなかった。
【０００５】
　また、回胴式遊技機では、不正行為を検出したことを知らせる不正検出信号を遊技場に
設置された管理用のコンピュータ等の外部装置に送出しようとしても、外部に信号を出力
する端子の数に制限があり、不正検出信号を外部に送出しようとしても、端子は一つしか
確保することができない場合がある。このため、回胴式遊技機が複数種類の不正行為を検
出しても、外部装置には一種類の不正検出信号しか送出できないという問題があった。
【０００６】
　本発明は上記事情に基づいてなされたものであり、同一端子から複数種類の不正検出信
号を外部に出力することができる回胴式遊技機を提供することを目的とするものである。
【０００７】
　また、本発明は上記事情に基づいてなされたものであり、回胴式遊技機の同一の端子か
ら出力される複数種類の不正検出信号を判別して、その不正検出信号に対応する信号を各
信号ごとに外部装置に出力することができる回胴式遊技機用防犯信号出力基板を提供する
ことを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するための請求項１記載の発明に係る回胴式遊技機は、不正行為を検
出する検出手段と、前記検出手段からの検出信号に基づき、パルスの幅及び間隔のうちの
少なくとも一方を変えることにより前記複数種類の不正行為を識別することができる不正
検出パルス信号を生成して出力する不正検出信号生成手段と、前記不正検出信号生成手段
が出力する複数の異なる不正検出パルス信号を同一の端子で受信するための不正用共通入
力端子と、前記不正用共通入力端子から入力した前記不正検出パルス信号を前記不正検出
パルス信号に対応する、接点の開閉信号である不正検出開閉信号に変換して出力するイン
ターフェイス手段と、前記インターフェイス手段により変換された複数の異なる前記不正
検出開閉信号を同一の端子から外部に出力するための不正用共通出力端子と、を有する外
部集中端子板と、具備することを特徴とする。
【０００９】
　上記の目的を達成するための請求項２記載の発明に係る回胴式遊技機用防犯信号出力基
板は、請求項１に記載の回胴式遊技機の前記外部集中端子板から外部装置に送出する信号
を中継する中継基板であって、前記外部集中端子板の前記不正用共通出力端子に接続され
る防犯用共通入力端子と、同一の前記防犯用共通入力端子から入力される複数の異なる前
記不正検出開閉信号を、前記不正検出開閉信号の変換元の信号である前記不正検出パルス
信号に対応するパルス信号に変換する変換手段と、前記変換手段によって変換された前記
パルス信号のパルスの状態に基づいて前記不正行為の種類を判別して、前記不正行為に応
じた信号を各信号ごとに別個の端子から出力する判断手段と、前記判断手段が出力する前
記不正行為に応じた信号を各信号ごとに別個の端子から外部装置に出力するための防犯用
出力端子と、を具備することを特徴とする。
【００１０】
　上記の目的を達成するための請求項３記載の発明に係る回胴式遊技機用防犯信号出力基
板、請求項１又は２記載の回胴式遊技機用防犯信号出力基板において、前記不正検出パル
ス信号は、パルスの間隔を違えることにより、前記複数種類の不正行為を識別することが
できるようにしたものであり、前記判断手段は前記不正検出パルス信号に対応するパルス
信号のパルスの間隔に基づいて前記不正行為の種類を判別することを特徴とする。
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【００１１】
　上記の目的を達成するための請求項４記載の発明に係る回胴式遊技機用防犯信号出力基
板、請求項１又は２記載の回胴式遊技機用防犯信号出力基板において、前記不正検出パル
ス信号は、ヘッダー部と、前記ヘッダー部に続いて送られる前記複数種類の不正行為を識
別するための識別用信号パターン部とを含むものであり、前記判断手段は前記ヘッダー部
に続いて送られてくる識別用信号パターン部のパルスの状態に基づいて前記不正行為の種
類を判別することを特徴とする。
【００１２】
　上記の目的を達成するための請求項５記載の発明に係る回胴式遊技機用防犯信号出力基
板は、請求項２乃至４の何れか１項に記載の回胴式遊技機用防犯信号出力基板において、
前記外部集中端子板は、遊技状態を示す遊技状態信号を受けるための入力端子を備え、イ
ンターフェイス手段は、遊技状態を示す前記遊技状態信号を、前記遊技状態信号に対応す
る、接点の開閉信号である遊技状態開閉信号に変換するものであり、前記外部集中端子板
は、前記遊技状態開閉信号を外部に出力するための出力端子を備えるものであり、前記回
胴式遊技機用防犯信号出力基板は、前記遊技状態開閉信号を入力するための入力端子と、
入力した前記遊技状態開閉信号を、そのまま前記外部装置に送出するための出力端子とを
備えるものであることを特徴とする。
【００１３】
　上記の目的を達成するための請求項６記載の発明に係る回胴式遊技機用防犯信号出力基
板は、請求項２乃至５の何れか１項に記載の回胴式遊技機用防犯信号出力基板について、
前記判断手段が出力する信号を、当該信号に対応する、電気的に絶縁された接点の開閉信
号である防犯開閉信号に変換して出力するドライブ手段を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１記載の本発明は、不正行為を検出したときに外部に発する信号を、パルスの幅
及び間隔のうちの少なくとも一方を変えることにより複数種類の不正行為を識別すること
ができる不正検出パルス信号とすることにより、複数の各種の不正行為を検出したときに
外部に発する複数の信号を、各信号ごとに入力端子や出力端子を設けることなく、外部集
中端子板の同一の不正用共通入力端子で受信し、且つ不正検出パルス信号に対応する不正
検出開閉信号を外部集中端子板の同一の不正用共通出力端子から外部に送出することがで
きる。
【００１５】
　請求項２記載の本発明は、回胴式遊技機が発する複数の異なる不正検出開閉信号を、同
一の防犯用共通入力端子で受信し、その受信した不正検出開閉信号の変換元の信号である
不正検出パルス信号に対応するパルス信号に変換し、その変換したパルス信号のパルスの
状態に基づいて、複数種類の不正行為の各々に対応した信号として、各信号ごとに別個の
出力端子から出力することができる。したがって、複数の各種の不正行為を容易に外部装
置により管理することができる。
【００１６】
　請求項３記載の本発明は、パルスの間隔を違えた不正検出パルス信号を用いることによ
り、容易に、複数種類の不正行為を識別することができる。
【００１７】
　請求項４記載の本発明は、ヘッダー部と、ヘッダー部に続いて送られる識別用信号パタ
ーン部とを含む不正検出パルス信号を用いることにより、短い不正検出パルス信号により
、容易に、多数の不正行為を識別することができる信号を外部に送出すことができる。
【００１８】
　請求項５記載の本発明は、不正行為を検出したことを知らせる信号だけでなく、遊技状
態を示す遊技状態信号をそのまま外部装置に送出するので、既存の外部集中端子板や外部
装置に改造・改修を施すことなく、複数の異なる不正検出パルス信号を、既存の外部集中
端子板の同一の不正用共通入力端子と同一の不正用共通出力端子を介して、回胴式遊技機
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から外部装置に送出することができる。
【００１９】
　請求項６記載の本発明は、判断手段が出力する信号を、当該信号に対応する、電気的に
絶縁された接点の開閉信号である防犯開閉信号に変換して出力することにより、回胴式遊
技機用防犯信号出力基板と防犯開閉信号を受信する外部装置との間を電気的に絶縁した状
態で、防犯開閉信号を外部装置に送出することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下に、図面を参照して、本願に係る発明を実施するための最良の形態について説明す
る。図１は本発明の一実施形態である回胴式遊技機用防犯信号出力基板の概略ブロック図
である。図１に示す回胴式遊技機１は、不正行為を検出するためのセンサＳ１～５が発す
る信号に基づき、各々の不正行為を識別することができるパルス信号である不正検出パル
ス信号を生成して出力する不正検出信号生成部１１１などを備えている。また、図１に示
す外部装置８０は、例えば遊技場に設置された多数の回胴式遊技機を管理する中央管理装
置である。図１に示すように、本実施形態の回胴式遊技機用防犯信号出力基板（以下、単
に、防犯信号出力基板とも称する。）５０は、回胴式遊技機１の外部集中端子板２７に接
続される入力用のコネクタＣＮ3と、外部装置８０の入力用のコネタクＣＮ6に接続される
第１出力コネタクＣＮ4及び外部装置８０の入力用のコネタクＣＮ7に接続される第２出力
コネタクＣＮ5と、入力用のコネタクＣＮ3を介して入力される、不正検出開閉信号を変換
元の信号である不正検出パルス信号に対応するパルス信号に変換する変換回路５１０と、
変換回路５１０によって変換されたパルス信号のパルスの状態に基づいて不正行為の種類
を判別して、各不正行為に応じた信号を各信号ごとに別個の端子から出力する判断回路５
２０と、判断回路５２０の出力信号に基づいてリレーを駆動して各不正行為に対応する開
閉信号（防犯開閉信号）に変換して第２出力コネタクＣＮ５から出力するドライブ回路５
３０と、を備えている。
【００２１】
　図２は本発明の一実施形態で用いる回胴式遊技機の概略正面図である。図２に示す回胴
式遊技機１は、機枠１ａと、機枠１ａの前面に開閉自在に装着された前面扉２と、を備え
る。前面扉２の前面には前面板３が装着され、その前面板３の前面に７セグメント表示素
子やＬＥＤを備えた貯留メダル枚数表示部１５、払出しメダル枚数表示部１６、ストップ
ランプ１７～１９、回胴回転装置の表示窓２０ｘ等が設けられている。また、前面板３の
下部にはメダル払出し口６、メダル受け皿４が設けられている。
【００２２】
　前面扉２の中央部にはメダル投入口１０、回胴回転装置の始動スイッチ５、回胴回転装
置の停止ボタン７～９、貯留メダル投入ボタン１１ａ、貯留メダル清算ボタン１１ｂ等が
設けられている。
【００２３】
　図３は本発明の一実施形態である回胴式遊技機装置の前面扉を開いた状態の概略斜視図
である。前面板３後方の機枠１ａ内には、外部装置８０に信号を送出するためのユニット
である外部集中端子板２７、リセットスイッチ２４、外部のメダル供給装置からメダルを
供給するためのメダル補給用穴２１、供給されたメダルを貯留するホッパーバケット２２
及び入賞となったときに所定数のメダルを排出するメダル排出装置２３等が設けられてい
る。尚、２０ａ～２０ｃは回胴回転装置２０の回胴、２８はスピーカ、２９はゲーム状態
を表示するランプである。
【００２４】
　機枠１ａ内には、上記のもの以外に、電源部２５、遊技を制御するための主制御基板１
１０、遊技の演出を行うための副制御基板１２０、出玉率を６段階に調整することができ
る設定スイッチ１３１、設定スイッチを操作可能にするための設定キースイッチ１３２、
各種のセンサＳ1～５等が設けられている。前面扉センサＳ１は、前面扉２が開放された
ときに、これを検出して信号を出力するセンサである。設定キーセンサＳ２は、設定キー
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スイッチがＯＮ状態とされたときに、これを検出して信号を出力するセンサである。ホッ
パーモータセンサＳ３は、メダル排出装置２３に設けられたホッパーモータを駆動するた
めの信号（ホッパーモータ駆動信号）が発せられたときに、これを検出して信号を出力す
るセンサである。電源センサＳ４は、電源がオンされたことを検出して信号を出力するセ
ンサである。回転センサＳ５は、回胴回転装置の回転状態を検出し、始動スイッチオン後
、停止操作を行わないで停止したことを検出して信号を出力するセンサである。
【００２５】
　主制御基板１１０は、図示しないが、ＣＰＵ（中央演算装置）とＲＯＭとＲＡＭ等を備
える。ＲＯＭには、遊技内容の制御等に関する各種のプログラムが格納されている。ＲＡ
Ｍは、作業用のメモリである。ＣＰＵは、ＲＯＭに格納されたプログラムを実行すること
により、回胴式遊技機の遊技内容の制御等を行う。また、主制御基板１１０の不正検出信
号生成部１１１は、前面扉センサＳ１からの信号を受けたときに、不正行為が行われたと
判断し、第１不正検出パルス信号を発し、設定キーセンサＳ２からの信号を受けたときに
、不正行為が行われたと判断して第２不正検出パルス信号を送出する。また、正規の賞メ
ダルの払い出し以外のときにホッパーモータセンサＳ３からの信号を受けたときに、不正
行為が行われたと判断して第３不正検出パルス信号を送出し、電源センサＳ４からの信号
を受けたときに、不正行為が行われたと判断して、一定期間（例えば、１０秒間）だけ第
４不正検出パルス信号を送出する。更に、不正検出信号生成部１１１は、回転センサＳ５
からの信号を受けたときに、不正行為が行われた判断して、第５不正検出パルス信号を送
出する。
【００２６】
　回胴式遊技機装置における遊技は、まず、メダルをメダル投入口１０へ直接投入するか
、又は、貯留装置（ソフト的に貯留メダル数を管理するもの）に貯留されているメダルを
、貯留メダル投入ボタン１１ａを押圧して投入するかのいずれかの方法によって選択する
。そして、例えば所定数のメダルを投入した後に、回胴回転装置２０の始動スイッチ５を
操作して回胴を回転させ、次に停止ボタン７～９を任意の順序で順次押圧して回胴を停止
させる。回胴が停止したとき、回胴回転装置２０の表示窓２０ｘの上、中、下の有効ライ
ン上及び斜めの有効ライン上のいずれかに予め定めた絵柄が揃ったときに入賞となり、揃
った絵柄に対応する所定数のメダルがメダル排出装置２３によってメダル払出し口６から
メダル受け皿４に払い出される。入賞がなければ、メダルの払出しは行われない。また、
払い出されたメダルは、貯留ゲームのときは貯留枚数が５０枚になるまでは、貯留装置に
貯留され、貯留枚数が５０枚を越える分はメダル払出し口６から払い出される。
【００２７】
　図４は回胴式遊技機に設けられた外部集中端子板の配線図である。外部集中端子板２７
は、入力端子である第１コネクタＣＮ１、出力端子である第２コネクタＣＮ２、及びイン
ターフェイス回路Ｉを備えている。第１コネクタＣＮ１は主制御基板１１０に接続される
端子ＣＮ１（１）～（１０）を備えており、端子ＣＮ１（８）～（１０）はリレーＲＹ１
～ＲＹ７を駆動させるためのＤＣ２４Ｖ電源に接続されている。第２コネクタＣＮ２は、
外部装置８０と接続するための端子ＣＮ２（１）～（８）を備えている。
【００２８】
　インターフェイス回路Ｉは、７つの個別のインターフェイス回路Ｉ1～7を備えており、
各個別のインターフェイス回路は、リレーＲＹと、リレーＲＹのコイルと並列に接続され
たダイオードＤと、リレーＲＹの接点と並列に接続されたバリスタＺＮＲと、直列接続さ
れた発光ダイオードＤ及び抵抗Ｒと、を備えている。リレーＲＹは回胴式遊技機装置１が
外部に信号を送出する際に、回胴式遊技機と外部の装置との間において、両者間の電気的
絶縁を保持しつつ、信号の送受を可能にするものである。ダイオードＤはリレー回路遮断
時にリレーの両端に誘起される過大起電力によるリレーの破壊防止用に設けられたもので
ある。バリスタＺＮＲは、リレーＲＹの接点のサージを吸収させるためのものである。発
光ダイオードＤは、信号が入力したときに点灯して信号が入力したことを外部に報知する
ためのものである。抵抗Ｒは、発光ダイオードの電流制限用抵抗である。
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【００２９】
　外部信号１は、第一種特別役物作動中信号、再遊技中信号、又は普通役物中信号である
。回胴式遊技機のメーカにより、これらの三つの信号の内のいずれかの信号が外部信号１
として外部装置に送出される。外部信号２は、第一種特別役物に係る役物連続作動装置中
信号、再遊技中信号、又は普通役物中信号である。回胴式遊技機のメーカにより、これら
の三つの信号の内のいずれかの信号が外部信号２として外部装置に送出される。外部信号
３は、第二種特別役物作動中信号、再遊技中信号、又は普通役物中信号である。回胴式遊
技機のメーカにより、これらの三つの信号の内のいずれかの信号が外部信号３として外部
装置に送出される。外部信号４は、第二種特別役物に係る役物連続作動装置中信号、再遊
技中信号、又は普通役物中信号である。回胴式遊技機のメーカにより、これらの三つの信
号の内のいずれかの信号が外部信号４として外部装置に送出される。なお、本実施形態の
回胴式遊技機では、外部信号１は第一種特別役物作動中信号、外部信号２は第一種特別役
物に係る役物連続作動装置中信号、外部信号３は再遊技中信号、外部信号４は普通役物中
信号である。
【００３０】
　外部信号５は、不正検出パルス信号であり、本実施形態では、外部信号５として上述し
た５つの不正検出パルス信号を送出する。しかしながら、本発明は、これに限定されるも
のではなく、これらの不正検出パルス信号のうちのいくつかであってもよいし、或いは他
の不正行為を検出したときに発するものを含むようにしてもよい。
【００３１】
　本実施形態では、外部集中端子板のメダル投入信号用端子ＣＮ１（７），ＣＮ２（１）
及び個別のインターフェイス回路Ｉ１（リレーＲＹ１，Ｄ１，ＺＮＲ１，ＬＥＤ１，Ｒ１
）は、遊技者が回胴式遊技機装置にメダルを投入したときに、そのメダル投入の信号を外
部装置に送出するためのものである。メダル払出信号用端子ＣＮ１（６），ＣＮ２（２）
及び個別のインターフェイス回路Ｉ２（リレーＲＹ２，Ｄ２，ＺＮＲ２，ＬＥＤ２，Ｒ２
）は、回胴式遊技機装置が入賞メダルを払出したときに、その枚数に応じたパルス信号を
外部装置に送出するためのものである。外部信号１用端子ＣＮ１（５），ＣＮ２（３）及
びインターフェイス回路Ｉ３（リレーＲＹ３，Ｄ３，ＺＮＲ３，ＬＥＤ３，Ｒ３）は、遊
技状態が第一種特別役物作動中になったときに、ＯＮ信号を外部装置に送出するためのも
のである。外部信号２用端子ＣＮ１（４），ＣＮ２（４）及びインターフェイス回路Ｉ４
（リレーＲＹ４，Ｄ４，ＺＮＲ４，ＬＥＤ４，Ｒ４）は、遊技状態が第一種特別役物に係
る役物連続作動装置中になったときに、ＯＮ信号を外部装置に送出するためのものである
。
【００３２】
　外部信号３用端子ＣＮ１（３），ＣＮ２（５）及び個別のインターフェイス回路Ｉ５（
リレーＲＹ５，Ｄ５，ＺＮＲ５，ＬＥＤ５，Ｒ５）は、遊技状態再遊技中になったときに
、ＯＮ信号を外部装置に送出するためのものである。外部信号４用端子ＣＮ１（２），Ｃ
Ｎ２（７）及びインターフェイス回路Ｉ６（リレーＲＹ６，Ｄ６，ＺＮＲ６，ＬＥＤ６，
Ｒ６）は、遊技状態が普通役物中になったときに、ＯＮ信号を外部装置に送出するための
ものである。外部信号５用端子ＣＮ１（１），ＣＮ２（８）及びインターフェイス回路Ｉ
７（リレーＲＹ７，Ｄ７，ＺＮＲ７，ＬＥＤ７，Ｒ７）は、外部信号５、例えば前面扉２
が開放されたときに発せられる不正検出パルス信号を外部装置に送出するためのものであ
る。なお、端子ＣＮ２（６）は、各リレーのリレーコモンである。
【００３３】
　外部集中端子板２７は、上述したように７個のリレー接点出力を有し、さらに、７個の
リレー接点の各々の他方の端子は一点接続されたリレーコモンとなり、このリレーコモン
は端子ＣＮ２（６）から外部装置に送出される。すなわち、外部集中端子板２７は、７個
のリレー接点の一方の端子と、１個のリレーコモン端子の合計８個の出力端子を備える。
ここで、端子ＣＮ１（１）が本発明の不正用共通入力端子であり、端子ＣＮ２（８）と端
子ＣＮ２（６）の一組が本発明の不正用共通出力端子である。
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【００３４】
　ところで、回胴式遊技機が発する信号を外部に送出するための外部集中端子板は、不正
検出パルス信号を送出するために使用できる端子としては、端子ＣＮ１（１）だけである
。したがって、５種類の不正検出パルス信号を一つの端子ＣＮ１（１）から送出するため
に、本実施形態の主制御基板の不正検出信号生成部は、５種類の第１～第５不正検出パル
ス信号をパルスの間隔を違えることにより各々の信号を識別することができるようにして
いる。
【００３５】
　図５は、外部集中端子板の一組の端子ＣＮ２（６），ＣＮ２（８）から外部に送出され
る不正検出開閉信号を示す図である。例えば、パターン１は外部集中端子板に入力する第
１不正検出パルス信号に基づいて出力される第１不正検出開閉信号であり、パターン２は
外部集中端子板に入力する第２不正検出パルス信号に基づいて出力される第２不正検出開
閉信号であり、パターン３は外部集中端子板に入力する第３不正検出パルス信号に基づい
て出力される第３不正検出開閉信号であり、パターン４は外部集中端子板に入力する第４
不正検出パルス信号に基づいて出力される第４不正検出開閉信号であり、パターン５は外
部集中端子板に入力する第５不正検出パルス信号に基づいて出力される第５不正検出開閉
信号である。図５に示すパターンのハイ／ロー信号は、ハイレベルのときは、リレーの接
点が開状態、すなわちリレーのコイルが励磁されていないときであり、ローレベルのとき
は、リレーの接点が閉状態、すなわちリレーのコイルが励磁されている状態を示している
。本実施形態で使用しているリレーの動作時間を考慮して、図５のパターンのローレベル
の期間、すなわちリレーのコイル励磁期間を２０msに設定している。リレーのコイル励磁
期間を２０msに設定したのは、リレーの動作時間を考慮したものであり、本発明はこの数
値に限定されるものではなく、使用するリレーの動作時間に応じて、短くしたり長くした
りすることができる。図５の各パターンは、ローレベルの期間は同じであるが、ハイレベ
ルの期間がパターン１では２０ms、パターン２では４０ms、パターン３では６０ms、パタ
ーン４では８０ms、パターン５では１００msとしている。すなわち、本実施形態では、リ
レーが励磁されていないときの期間であるハイレベルの期間を変えることにより、各信号
を識別できようにしている。このように、リレーが励磁されている期間（ローレベルの期
間）ではなく、リレーが励磁されていないときの期間（ハイレベルの期間）を変えること
により、リレーが励磁されている期間を変えて各信号を識別する場合に比べて、リレーの
消費電力を低く抑えることができる。もちろん本発明は、これに限定されるものではなく
、リレーが励磁されているときの期間であるローレベルの期間を変えることにより、各信
号を識別できようにしてもよい。
【００３６】
　また、本実施形態では、主制御基板１１０の不正検出信号生成部１１１は、図５に示す
パターンのようにリレーをオン・オフすることができるように、不正検出パルス信号を生
成して出力する。すなわち、不正検出信号生成部１１１は、図５に示すパターンの不正検
出パルス信号を生成して出力する。外部集中端子板は、不正検出信号生成部１１１から送
られてきた、不正検出パルス信号を、この不正検出パルス信号に対応する、電気的に絶縁
された接点の開閉信号である不正検出開閉信号に変換して防犯信号出力基板に送出する。
【００３７】
　回胴式遊技機が不正検出パルス信号を外部装置に送出するときには、不正検出パルス信
号を外部に送出するための端子が端子ＣＮ１（１）の一つだけであるので、同時に複数の
不正行為を検出したときには、外部に送出する不正検出パルス信号の優先順位を予め決め
てメモリに記憶しておく。すなわち、回胴式遊技機の主制御基板１１０は、複数の不正行
為を同時に検出したときには、メモリに記憶した不正検出パルス信号の優先順位を参照し
て、優先順位の高い不正検出パルス信号から出力する。なお、本発明はこれに限定される
ものではなく、例えば、主制御基板１１０は、複数の不正行為を同時に検出したときには
、メモリに記憶した不正検出パルス信号の優先順位を参照して、優先順位の高い不正検出
パルス信号だけを出力するようにしてもよい。
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【００３８】
　図６は、防犯信号出力基板の配線図である。防犯信号出力基板５０は、回胴式遊技機１
の外部集中端子２７と接続される、８個の端子を備える入力信号用のコネクタＣＮ３と、
外部集中端子２７からコネタクＣＮ３の一組の端子ＣＮ３（８），ＣＮ３（６）（本発明
の防犯用共通入力端子）を介して送られてくる不正検出開閉信号を、不正検出開閉信号の
変換元の信号である不正検出パルス信号とハイとローが逆状態のパルス信号に変換する変
換回路５１０と、変換回路５１０が出力するパルス信号のパルスの状態に基づいて不正行
為の種類を判別して、各不正行為に応じた信号を各信号ごとに別個の端子から出力する判
断回路５２０と、判断回路５２０の出力信号に基づいて各不正行為に対応する、接点の開
閉信号に変換して出力するドライブ回路５３０と、ＡＣ２４Ｖ又はＤＣ２４Ｖ電源から内
部電源であるＤＣ５Ｖを生成する電源部５４０と、ドライブ回路５３０からの信号を各信
号ごと別個の端子から出力するための第２出力コネクタＣＮ５（防犯用出力端子）と、外
部信号５を除く外部集中端子板２７からの信号をそのままの状態で出力するための第１出
力コネクタＣＮ４（遊技用出力端子）と、を備える。
【００３９】
　変換回路５１０は、入力用のコネタクＣＮ３の一組の端子ＣＮ３（８），ＣＮ３（６）
から複数の異なる不正検出開閉信号を取り込んで、その不正検出開閉信号を変換元の信号
である不正検出パルス信号とハイとローが逆状態のパルス信号に変換して出力するもので
ある。変換回路５１０は、＋入力端子と－入力端子の電位差に基づきＯＮ／ＯＦＦ信号を
出力するコンパレータＩＣ５１１と、４つの抵抗Ｒ１～Ｒ４と、二つのダイオードＤ１１
，Ｄ１２とを備えている。コンパレータＩＣ５１１の＋入力端子は、リレーコモンの端子
ＣＮ３（６）と接続し、また抵抗Ｒ２とダイオードＤ１２を介してＤＣ５Ｖ電源に接続す
る。コンパレータＩＣ５１１の－入力端子は、リレー接点出力の端子ＣＮ３（８）と接続
し、また抵抗Ｒ１とダイオードＤ１１を介してＤＣ５Ｖ電源に接続し、更に抵抗Ｒ３を介
してアースに接続する。かかる接続により、両入力端子に何も入力がなければ、＋入力端
子には基準電圧として５Ｖが供給され、－入力端子は、電圧を２個の抵抗Ｒ２，Ｒ３の抵
抗値で分圧した２．５Ｖが印加される。このときのコンパレータＩＣの出力はＯＮとなる
。
【００４０】
　次に、変換回路５１０の動作について説明する。コンパレータＩＣの両入力端子に何も
入力がなければ、すなわち外部集中端子板のリレーＲＹ７が開状態のときには、上述した
ようにコンパレータＩＣの＋入力端子と－入力端子の間に電位差が発生し、コンパレータ
ＩＣの出力はＯＮ（ロー）となる。一方、外部集中端子板のリレーＲＹ７が閉状態のとき
、すなわちこのリレーＲＹ７の接点が短絡状態の場合、コンパレータＩＣの＋入力端子と
－入力端子の間は同電位となり、コンパレータＩＣの出力はＯＦＦ（ハイインピーダンス
）となる。このとき、各抵抗Ｒ１～Ｒ３の抵抗値を同一にすると、コンパレータＩＣの＋
入力端子と－入力端子は共に３．３Ｖとなる。したがって、リレーＲＹ７の接点が開状態
の場合（不正検出パルス信号がハイの場合）、コンパレータＩＣの入力端子に電位差が生
じ、その出力がＯＮになり、この結果、抵抗Ｒ４を介して電源ＤＣ５Ｖに接続されている
変換回路の出力信号は、コンパレータＩＣにより接地されて０Ｖ（ロー）となる。一方、
リレーＲＹ７の接点が短絡状態の場合（不正検出パルス信号がローの場合）、コンパレー
タＩＣの入力端子には電位差がなく、コンパレータＩＣの出力はＯＦＦとなり、この結果
、抵抗Ｒ４を介して電源ＤＣ５Ｖに接続されている変換回路の出力信号は、５Ｖ（ハイ）
となる。
【００４１】
　上述したように、変換回路５１０の出力信号は、外部集中端子板のリレーＲＹ７の励磁
パターン、すなわち、回胴式遊技機が送出する不正検出パルス信号とハイとローが逆状態
のパルス信号となる。
【００４２】
　上記の構成・動作により外部集中端子板の外部信号５のリレー接点出力を検出すること
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は可能である。しかしながら、外部集中端子板の他のリレーが同時に閉状態となったとき
に、問題となる。外部集中端子板の他のリレー接点は、防犯信号出力基板を介して外部装
置に接続され、しかも外部集中端子板のリレーは、リレーコモンが共通となっている。し
たがって、二つのダイオードＤ１１，Ｄ１２がないと、外部装置がリレーコモンに供給す
る電圧は、防犯信号出力基板の抵抗Ｒ１，Ｒ２とＤＣ５Ｖ電源を介して、防犯信号出力基
板のリレー回路に回り込む。しかしながら、本実施形態の防犯信号出力基板の変換回路５
１０は、ダイオードＤ１２により、リレーコモンを介して変換回路へ他の外部装置からの
異種電圧が回り込むのを防止することができる。これにより、リレーコモン端子に外部装
置の０Ｖや３２Ｖなどの電圧が加わっている状態でも、変換回路５１０は、これらの外部
装置からリレーコモン端子に印加される異種電圧に影響されることなく、正常な動作を行
うことが可能となる。更に、外部集中端子板のリレーＲＹ７が閉状態のときに、外部装置
の０Ｖや３２Ｖなどの異種電圧がリレーコモンに加わり、これらの異種電圧が端子ＣＮ３
（８）を介して、変換回路のＤＣ５Ｖ電源に回り込もうとしても、これらの異種電源の回
り込みをダイオードＤ１１により防ぐことができる。
【００４３】
　判断回路５２０は、ＣＰＵ５２１やＲＯＭ５２２やＲＡＭ５２３等を有するマイコン５
２５と、マイコン５２５にクロックを供給するためのクロック発生回路５２６とを有する
。本判断回路の入力端子ＩＮは変換回路５１０の出力に接続され、出力端子ＯＵＴ１～５
はドライブ回路５３０に接続される。ＣＰＵ５２１は、ＲＯＭ５２２に格納されたプログ
ラムを実行することにより、入力端子ＩＮに入力する、変換回路の出力信号であるパルス
信号が、回胴式遊技機が送出する５つの不正検出パルス信号のうちのどの不正検出パルス
信号に対応する信号であるのかを判断して、対応する出力端子ＯＵＴにＯＮ（ハイ）を出
力することにより、不正行為に応じた信号を各信号ごとに別個の出力端子ＯＵＴ１～５か
ら出力する。なお、ＲＡＭ５２３は、データを一時的に記憶する作業用のメモリである。
【００４４】
　判断回路５２０は、変換回路から送出されたパルス信号（回胴式遊技機が送出する不正
検出パルス信号とハイとローが逆状態のパルス信号）の内容から、どの不正行為に対応す
る不正検出パルス信号であるのかを判断し、その結果を示す信号を出力端子ＯＵＴ１～５
から出力する。入力端子ＩＮに入力したパルス信号が第１不正検出パルス信号に対応する
信号であるときには、出力端子ＯＵＴ１をＯＮ（ハイ）にし、他の出力端子ＯＵＴ２～５
をＯＦＦ（ロー）にする。入力端子ＩＮに入力したパルス信号が第２不正検出パルス信号
に対応する信号であるときには、出力端子ＯＵＴ２をＯＮ（ハイ）にし、他の出力端子Ｏ
ＵＴ１，３～５をＯＦＦ（ロー）にする。入力端子ＩＮに入力したパルス信号が第３不正
検出パルス信号に対応する信号であるときには、出力端子ＯＵＴ３をＯＮ（ハイ）にし、
他の出力端子ＯＵＴ１，２、４、５をＯＦＦ（ロー）にする。入力端子ＩＮに入力したパ
ルス信号が第４不正検出パルス信号に対応する信号であるときには、出力端子ＯＵＴ４を
ＯＮ（ハイ）にし、他の出力端子ＯＵＴ１～３，５をＯＦＦ（ロー）にする。入力端子に
入力したパルス信号が第５不正検出パルス信号に対応する信号であるときには、出力端子
ＯＵＴ５をＯＮ（ハイ）にし、他の出力端子ＯＵＴ１～４をＯＦＦ（ロー）にする。
【００４５】
　図７は、判断回路の動作を説明するためのフローチャートである。ステップＳ１では、
全ての出力端子ＯＵＴ１～５をＯＦＦ（ロー）にする。次に、変換回路が出力するパルス
信号の一番目のパルスを検出する処理を行う。ステップＳ２では、入力端子ＩＮに印加す
るパルス信号の状態がハイ状態となるのを待つ。外部集中端子のリレーＲＹ７の接点が閉
状態となり、入力端子ＩＮに印加するパルス信号の状態がハイ状態となったときには、ス
テップＳ３に移行して、内蔵するタイマ１をスタートする。ステップＳ４では、入力端子
ＩＮがハイ状態からロー状態に変化したか否かを監視する。変化していなければ、ステッ
プＳ５に移行して、タイマ１の値が２０ms＋１０％を超えていないことを確認する。この
とき、タイマ１の値が２０ms＋１０％を超えていれば、異状な状態であり、規定外動作で
あるので、ステップＳ６に移行してタイマ１をストップする。なお、＋１０％としている
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のは、リレーＲＹの動作時間の誤差を考慮したものである。ステップＳ７では、入力端子
ＩＮがハイ状態からロー状態になるのを待って、ステップＳ１に戻って、新たに最初から
処理を行う。一方、ステップＳ５の判断で、タイマ１の値が２０ms＋１０％を超えていな
いときには、ステップＳ４に戻って、入力端子ＩＮがハイ状態からロー状態に変化したか
否かを監視する。
【００４６】
　ステップＳ４で、入力端子ＩＮがハイ状態からロー状態に変化したことを確認したら、
外部集中端子のリレーＲＹ７がオフ状態となり、入力端子ＩＮに印加するパルス信号の状
態がロー状態となったので、ステップＳ８に移行して、タイマ１をストップする。ステッ
プＳ９では、そのストップしたタイマ１の値が２０ms±１０％の範囲内であるか否かを確
認する。この範囲内であれば、変換回路が出力するパルス信号の一番目のパルスを検出し
たので、次に、このパルス信号の二番目のパルスの検出処理を行う。一方、この範囲外で
あれば、規定外動作であるので、ステップＳ１に戻って、新たに最初から処理を行う。な
お、±１０％としているのも、リレーＲＹの動作時間の誤差を考慮したものである。した
がって本発明は、２０ms±１０％の数値に限定されるものではなく、リレーの動作時間が
短いときには、これより短い時間とすることができる。以下、同様である。
【００４７】
　ステップＳ１０では、タイマ２をスタートする。ステップＳ１１では、入力端子ＩＮに
印加するパルス信号の状態がロー状態からハイ状態に変化するのを監視する。この変化が
なければ、ステップＳ１２に移行して、タイマ１の値が１００ms＋１０％を超えていない
ことを確認する。タイマ１の値が１００ms＋１０％を超えていれば、規定外動作であるの
で、タイマ２をストップしてステップＳ１に戻り、新たに最初から処理を行う。一方、１
００ms＋１０％を超えていなければ、ステップＳ１１に戻って、入力端子ＩＮに印加する
パルス信号の状態がロー状態からハイ状態に変化するのを監視する。外部集中端子のリレ
ーＲＹ７の接点が閉状態となり、入力端子ＩＮに印加するパルス信号の状態がハイ状態と
なったときには、ステップＳ１４に移行してタイマ２をストップし、ステップＳ１５でタ
イマ１をスタートする。ステップＳ１６では、タイマ２の値が２０ms±１０％の範囲内で
あるか否かを判断する。この範囲内であれば、二番目のパルスは、２０ms±１０％の範囲
内で送られてきたので、このパルス信号は第１不正検出パルス信号に対応する信号である
と判断し、ステップＳ１７に移行して、出力端子ＯＵＴ１をＯＮ（ハイ）にし、他の出力
端子をＯＦＦ（ロー）にして、ステップＳ４に戻り、上述した処理を繰り返す。一方、ス
テップＳ１６で、タイマ２の値が２０ms±１０％の範囲外であると判断したときには、ス
テップＳ１８に移行する。
【００４８】
　ステップＳ１８では、タイマ２の値が４０ms±１０％の範囲内であるか否かを判断する
。この範囲内であれば、二番目のパルスは、４０ms±１０％の範囲内で送られてきたので
、このパルス信号は第２不正検出パルス信号に対応する信号であると判断し、ステップＳ
１９に移行して、出力端子ＯＵＴ２をＯＮ（ハイ）にし、他の出力端子をＯＦＦ（ロー）
にして、ステップＳ４に戻り、一番目のパルスを検出する上述した処理を繰り返す。一方
、ステップＳ１８で、タイマ２の値が４０ms±１０％の範囲外であると判断したときには
、ステップＳ２０に移行する。
【００４９】
　ステップＳ２０では、タイマ２の値が６０ms±１０％の範囲内であるか否かを判断する
。この範囲内であれば、二番目のパルスは、６０ms±１０％の範囲内で送られてきたので
、このパルス信号は第３不正検出パルス信号に対応する信号であると判断し、ステップＳ
２１に移行して、出力端子ＯＵＴ３をＯＮ（ハイ）にし、他の出力端子をＯＦＦ（ロー）
にして、ステップＳ４に戻り、上述した処理を繰り返す。一方、ステップＳ２０で、タイ
マ２の値が６０ms±１０％の範囲外であると判断したときには、ステップＳ２２に移行す
る。
【００５０】



(12) JP 5333979 B2 2013.11.6

10

20

30

40

50

　ステップＳ２２では、タイマ２の値が８０ms±１０％の範囲内であるか否かを判断する
。この範囲内であれば、二番目のパルスは、８０ms±１０％の範囲内で送られてきたので
、このパルス信号は第４不正検出パルス信号に対応する信号であると判断し、ステップＳ
２３に移行して、出力端子ＯＵＴ４をＯＮ（ハイ）にし、他の出力端子をＯＦＦ（ロー）
にして、ステップＳ４に戻り、上述した処理を繰り返す。一方、ステップＳ２２で、タイ
マ２の値が８０ms±１０％の範囲外であると判断したときには、ステップＳ２４に移行す
る。
【００５１】
　ステップＳ２４では、タイマ２の値が１００ms±１０％の範囲内であるか否かを判断す
る。この範囲内であれば、二番目のパルスは、１００ms±１０％の範囲内で送られてきた
ので、このパルス信号は第５不正検出パルス信号に対応する信号であると判断し、ステッ
プＳ２５に移行して、出力端子ＯＵＴ５をＯＮ（ハイ）にし、他の出力端子をＯＦＦ（ロ
ー）にして、ステップＳ４に戻り、上述した処理を繰り返す。一方、ステップＳ２４で、
タイマ２の値が１００ms±１０％の範囲外であると判断したときには、二番目のパルスを
検出する処理が規定外動作であるので、ステップＳ２６に移行し、全ての出力端子ＯＵＴ
１～５をＯＦＦ（ロー）にして、ステップＳ４に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００５２】
　ドライブ回路５３０は、判断回路５２０のＯＮ（ハイ）又はＯＦＦ（ロー）の出力信号
に基づいてホトモスリレーを駆動して、判断回路５２０とは電気的に絶縁された接点の開
閉信号（本発明の防犯開閉信号）に変換して出力する回路であり、５つの個別のドライブ
回路５３１～５３５を有する。各ドライブ回路５３１～５３５は、判断回路の出力端子Ｏ
ＵＴからハイの信号を送られてきたときに、導通状態となるトランジスタＱと、トランジ
スタＱが導通状態となったときに、動作するホトモスリレーＰＭとを備える。各ドライブ
回路５３１～５３５のホトモスレリーＰＭの接点は、判断回路の出力端子がローのときに
は、開状態となっており、判断回路の出力端子がハイになると、閉状態となる。この各ド
ライブ回路５３１～５３５の接点の開閉信号は、他のドライブ回路の接点とは互いに独立
した信号となるように、第２出力コネタクＣＮ５の各コネタクＣＮ５１～５５を介して、
外部装置８０に出力される。すなわち、第２出力コネタクＣＮ５は、各々が一組２個の端
子を有する５つのコネタクＣＮ５１～５５から構成される。このように、判断回路が出力
する信号を、当該信号とは電気的に絶縁された接点の開閉信号に変換して出力することに
より、この開閉信号を受信した外部装置において、かかる開閉信号を受信したことによる
電気トラブルを防いで、不正行為を検出したことを知らせる信号を確実に外部装置に送出
することができる。
【００５３】
　なお、本実施形態の防犯信号出力基板は、外部集中端子板のリレーＲＹの接点のサージ
を防止するために、直列接続された４７０Ωの抵抗と０．１μＦのコンデンサとが各リレ
ーＲＹの接点に並列に接続されている。
【００５４】
　次に、本実施形態の動作について説明する。回胴式遊技機１の主制御基板は、センサＳ
１～５により不正行為を検出すると、各不正行為を識別することができる５つの不正検出
パルス信号（第１～第５）を生成し、生成した各不正検出パルス信号を外部集中端子板の
端子ＣＮ１（１）に送る。外部集中端子板は、主制御基板から送られてきた不正検出パル
ス信号のハイ／ローの信号を、リレーＲＹにより開閉信号（不正検出開閉信号）に変換し
、その変換した不正検出開閉信号を一組の端子ＣＮ２（６），端子ＣＮ２（８）を介して
防犯信号出力基板５０に送る。
【００５５】
　防犯信号出力基板５０の変換回路５１０は、回胴式遊技機から送られてきた不正検出開
閉信号を、その不正検出開閉信号の変換元の信号である不正検出パルス信号とハイとロー
が逆状態のパルス信号に変換して出力する。変換回路により変換されたパルス信号は、判
断回路により、第１～第５のうちのどの不正検出パルス信号に対応するものであるかが判
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断され、例えば第１不正検出パルス信号に対応するパルス信号であると、判断したときに
は、出力端子ＯＵＴ１をハイにし、他の出力端子をローにする。判断回路の何れかの出力
端子がハイになると、その出力端子に接続されたドライブ回路のホトモスリレーＰＭの接
点が閉状態となり、この接点の開／閉状態（開閉信号）は、第２出力コネタクＣＮ５を介
して外部装置８０に送られる。
【００５６】
　一方、メダル投入信号、メダル払出信号及び不正検出パルス信号以外の外部信号１～４
は、そのまま第１出力コネタクＣＮ４を介して外部装置に送られる。例えば、遊技中に、
有効ライン上に「７－７－７」の図柄が出現したときには第一種特別役物に係る役物連続
作動装置中（大ボーナス）となり、賞メダルとして排出されるメダルの数が予め定めた所
定個数（例えば、４５０個）になったときに、その第一種特別役物に係る役物連続作動装
置中のゲームが終了する。かかる第一種特別役物に係る役物連続作動装置中になると、主
制御基板１１０は、外部信号２用の端子ＣＮ１（４）にオン信号を送る。この信号は個別
のインターフェイス回路ＩＮ４（リレーＲＹ４等）を介して出力側の端子ＣＮ２（４）に
送られ、更に、防犯信号出力基板５０を介して、そのまま外部装置に送られる。第一種特
別役物に係る役物連続作動装置中のゲームが終了すると、主制御基板１１０は外部信号２
用の端子ＣＮ１（４）に送っていたオン信号をオフ信号とする。他の外部信号１，３，４
、メダル投入信号及びメダル払出信号も同様に、防犯用信号出力基板を介して、そのまま
外部装置に送られる。なお、第１出力コネタクＣＮ４の端子ＣＮ４（８）は、どの線とも
接続されていない空き端子である。
【００５７】
　上記の本実施形態によれば、回胴式遊技機は、不正行為を検出したことを外部に知らせ
る５つの信号を、既存の外部集中端子板に新たに端子を設けることなく、既存の外部集中
端子板一つの端子ＣＮ１（１）と一組の端子ＣＮ２（６），ＣＮ２（８）からこれらの５
つの不正行為を検出したことを知らせる信号を外部装置に送ることができる。したがって
、遊技場に設けられた多数の既存の回胴式遊技機で行われる複数種類の不正行為を既存の
外部装置で一括して管理することができる。
【００５８】
　また、上記の本実施形態によれば、防犯信号出力基板が外部装置に送出する不正検出パ
ルス信号に対応する出力信号は、各信号ごとに別個の出力端子から出力し、共通コモンを
設けていないので、各出力信号の回路は独立した回路となり、他の出力信号の回路に悪影
響を及ぼすことはない。
【００５９】
　また、上記の本実施形態の防犯信号出力基板は、回胴式遊技機が送出する信号のうち外
部信号５（不正検出パルス信号）以外の信号は、そのままの状態で外部装置に送出するの
で、既存の回胴式遊技機や外部装置に大きな改造・変更等を行うことなく、既存の回胴式
遊技機と外部装置との間に設けることができる。
【００６０】
　次に、本実施形態の一変形例である、不正検出パルス信号の他の例について説明する。
図８は外部集中端子板の一組の端子ＣＮ１（６），ＣＮ２（８）から外部に送出される不
正検出開閉信号の他の一例を示す図である。例えば、パターン１は外部集中端子板に入力
する第１不正検出パルス信号に基づいて出力される第１不正検出開閉信号であり、パター
ン２は外部集中端子板に入力する第２不正検出パルス信号に基づいて出力される第２不正
検出開閉信号であり、パターン３は外部集中端子板に入力する第３不正検出パルス信号に
基づいて出力される第３不正検出開閉信号であり、パターン４は外部集中端子板に入力す
る第４不正検出パルス信号に基づいて出力される第４不正検出開閉信号であり、パターン
５は外部集中端子板に入力する第５不正検出パルス信号に基づいて出力される第５不正検
出開閉信号である。図８に示すパターンのハイ／ロー号は、ハイレベルのときは、リレー
の接点が開状態、すなわちリレーのコイルが励磁されていないときであり、ローレベルの
ときは、リレーの接点が閉状態、すなわちリレーのコイルが励磁されている状態を示して
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いる。
【００６１】
　図８に示す不正検出開閉信号は、５つの不正検出開閉信号を識別するために、ヘッダー
部と信号パターン部（本発明の識別用信号パターン部）とを有する。ヘッダー部は続いて
送られてくる信号がデータであることを示すものであり、信号パターン部は送信するデー
タ本体である。信号パターン部の各ローレベル期間の幅は２０msであり、ヘッダー部のロ
ーレベル期間の幅は、信号パターン部のローレベル期間の幅の倍の４０msである。これに
より、ヘッダー部の信号と信号パターン部の信号とを区別することができる。なお、信号
パターン部の各ローレベル期間の幅を２０msとしているのは、本実施形態で使用している
リレーＲＹの動作時間を考慮したものである。各パターンは、ヘーダー部に続いて送られ
る信号パターン部の状態が異なる。パターン１の信号パターンは、ヘッダー部に続いて一
番目のローレベル信号が送られてくる。パターン２の信号パターンでは、ヘッダー部に続
いて二番目のローレベル信号が送られてくる。パターン３の信号パターンでは、ヘッダー
部に続いて一番目と二番目のローレベル信号が送られてくる。パターン４の信号パターン
は、ヘッダー部に続いて三番目のローレベルが送られてくる。パターン５の信号パターン
では、ヘッダー部に続いて一番目と三番目のローレベル信号が送られてくる。
【００６２】
　主制御基板の不正検出信号生成部１１１は、図８に示すパターンのようにリレーＲＹ７
をオン・オフすることができるように、不正検出パルス信号を生成して出力する。すなわ
ち、不正検出信号生成部１１１は、図８に示すパターンの不正検出パルス信号を生成して
出力する。
【００６３】
　図８に示すパターンの不正信号開閉信号も、防犯信号出力基板の変換回路により、変換
元の不正検出パルス信号とハイとローが逆状態のパルス信号に変換されて判断回路に供給
される。この場合の変換回路の動作は図５に示すパターンの不正検出開閉信号を変換する
場合と同じであるので、詳細な説明は省略する。
【００６４】
　次に、変換回路により変換されたパルス信号（不正検出パルス信号とハイとローが逆状
態の信号）を受信して、受信したパルス信号が５つの不正検出パルス信号のうちのどの不
正検出パルス信号に対応するものであるかを判断する判断回路の動作について説明する。
【００６５】
　図９～図１１は、図８に示すパターンで不正検出開閉信号が送られたときの判断回路の
動作を説明するためのフローチャートであり、図９は全体のフローチャート、図１０は図
９のステップＳ３３の割り込み処理の詳細なフローチャート、図１１は図９の丸印Ａから
丸印Ｂまでの詳細なフローチャートである。
【００６６】
　図１２は、判断回路の入力端子ＩＮに送られてくるパルス信号を説明するための図であ
る。以下では、判断回路の入力ＩＮに送られてくるパルス信号のうち、図１２に示すよう
に、ヘッダー部に続いて送られる信号パターン部の一番目のパルスを第１データとも称し
、第１データに続いて送られてくる二番目のパルスを第２データと、第２データに続いて
送られてくる三番目のパルスを第３データと、第３データに続いて送られてくる四番目の
パルスを第４データとも称する。
【００６７】
　図９のステップＳ３３の割り込み処理は、１msごとに実行される。この割り込み処理は
、１ms毎にヘッダー部を検出するためのものである。ヘッダー部の立ち下がりを検出する
と、このヘッダー部の立ち下がり時点を基準にして、信号パターン部のパルスの検出を行
う。本実施形態では、判断回路はヘッダー部用のフラグとして、ヘッダー検出フラグとヘ
ッダー検出開始フラグの二つのフラグを備えている。ヘッダー検出フラグは、ヘッダー部
を検出したときにオン状態とするフラグである。ヘッダー検出開始フラグは、ヘッダー部
の検出を開始したときにオンにするフラグである。
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【００６８】
　ステップＳ３１では、ヘッダー検出用のフラグをオフにし、ステップＳ３２では、ヘッ
ダー検出開始フラグをオフにする。ステップＳ３３では、割込み処理を行う。この割込み
処理により、判断回路の入力端子に入力されるパルス信号のうち、４０msの幅のヘッダー
部を検出する。
【００６９】
　図１０に示す割込み処理のステップＳ６５では、ヘッダー検出開始フラグの状態を確認
する。現時点では、ヘッダー検出開始フラグはオフであるので、ステップＳ７３に移行し
て、判断回路の入力端子ＩＮがハイかローかを判断する。判断回路の入力端子がハイでな
ければ、本割込み処理を終了して、図９に示す主フローに移行する。一方、判断回路の入
力端子ＩＮにハイが入力しているときには、ステップＳ７３でこれを検出して、ステップ
Ｓ７４に移行してヘッダー検出開始フラグをオンにセットし、時間を測定するためのカウ
ンタの値を０にして、本割込み処理を終了して、主フローに移行する。１ms経過後の次回
の本割込み処理では、ヘッダー検出開始フラグがオンになっているので、ステップＳ６５
からステップＳ６６に移行する。ステップＳ６６では、カウンタの値が４０＋１０％（す
なわち、４０ms＋１０％）を超えているか否かを判断する。今は、カウンタの値は０であ
るので、ステップＳ６７に移行して、カウンタの値をインクリメントして１を加える。カ
ウンタの値が４０＋１０％を超えていれば、規定外動作であるので、カウンタの値をイン
クリメントすることなく、ステップＳ６８に移行して判断回路の入力端子ＩＮがローにな
るのを監視する。判断回路の入力端子ＩＮがローになっていなければ、本割込み処理を終
了して、図９に示す主フローに戻る。本割込み処理は、１msごとに実行され、判断回路の
入力端子がローになるまで、カウンタをインクリメントする。また、カウンタの値が４０
ms＋１０％を超えていたら、ステップＳ６８に移行して判断回路の入力端子がローになる
のを監視する。
【００７０】
　数十ms経過後に、本割込み処理が実行されたときに、判断回路の入力端子ＩＮがローに
なっていれば、ステップＳ６８からステップＳ６９に移行する。ステップＳ６９では、カ
ウンタの値が４０ms±１０％の範囲内であるか否かを判断する。カウンタの値が４０ms±
１０％の範囲内であれば、ステップＳ７０でヘッダーを検出したことを示すヘッダー検出
フラグをオンにセットし、ヘッダー検出開始フラグをオフにして、本割込み処理を終了し
て、主フローに戻る。この状態のときには、判断回路がヘッダー部を検出した状態となり
、後述する主フローの処理を実行する。一方、ステップＳ６９の判断で、カウンタの値が
４０ms±１０％の範囲内でないときには、規定外動作であるので、ステップＳ７１に移行
して、もともとヘッダー検出フラグはオフであるが、念のためにヘッダー検出フラグをオ
フにし、ステップＳ７２でヘッダー検出開始フラグをオフにして、次のヘッダー部の検出
に備えて、主フローに戻る。
【００７１】
　今、仮に判断回路の入力端子ＩＮにヘッダー部ではなく、２０ms幅の信号が入力したと
すると、ステップＳ６８で、２０ms経過後のローを検出しても、ステップＳ６９からステ
ップＳ７１に移行して、ヘッダー検出フラグはオフにされ、ヘッダー検出フラグがオンに
なることはない。すなわち、判断回路の入力端子ＩＮには、正常な動作時にも、４０ms幅
のヘッダーと２０ms幅のパルスの両方が入力するが、本割込み処理では、入力端子ＩＮに
４０ms±１０％幅のヘッダー部が入力したときのみ、ヘッダー検出フラグをオンにセット
して、ヘッダー部を検出したと認識する。４０ms±１０％としているのは、外部集中端子
のリレーの動作時間の誤差等を考慮したものである。上述した図１０に示す割込み処理に
より、判断回路の入力端子ＩＮに送られてくる信号のヘッダー部を検出することができる
。
【００７２】
　次に、図９の主フローのステップＳ３４以降の処理で、変換回路から出力されたパルス
信号が５つの不正検出パルス信号のうちのどの不正検出パルス信号に対応するパルス信号
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であるのを判断する。ステップＳ３４では、初期化処理として判断回路の全ての出力端子
ＯＵＴ１～５をＯＦＦ（ロー）にする。ステップＳ３５では、判断回路が内蔵する、一定
期間内にヘッダー部を検出できなかったときに判断回路の出力端子ＯＵＴを初期化するた
めのタイマであるタイマ２をスタートする。すなわちステップＳ３６でヘッダー検出フラ
グをチェックしてフラグを検出していないと判断すると、ステップＳ３７に移行してタイ
マ２の値が５００msを越えているか否かを判断する。５００msより大きいときには、ステ
ップＳ３８でタイマ２をストップして、ステップＳ３４に戻り、判断回路の出力端子ＯＵ
Ｔを初期化する。タイマ２の値が５００ms以下であるときには、ステップＳ３６に戻って
、ヘッダー部の検出を監視する。すなわち、ステップＳ３５からステップＳ３８の処理に
より、５００ms毎に、判断回路の出力端子ＯＵＴを初期化する処理を行い、次のパルス信
号の検出処理に備える。
【００７３】
　ステップＳ３６で、ヘッダー部を検出したときには、ステップＳ３９に移行してタイマ
２をストップし、ステップＳ４０に移行してヘッダー検出フラグをオフにして、ステップ
Ｓ３３の割込み処理での次のヘッダー部の検出に備える、また、ステップＳ４１以降に移
行して、データ部である信号パターン部のパルスの状態の判別処理を行う。本実施形態で
は、５種類の不正検出パルス信号を識別するために、ステップＳ３１以降の処理でも、こ
の５種類の不正検出パルス信号を識別する。
【００７４】
　外部集中端子板を介して防犯信号出力基板に送られてくる図８に示す不正検出開閉信号
は、変換回路５１０により、変換元の不正検出パルス信号とハイとローが逆状態のパルス
信号となる。図８に示すパターン１の不正検出開閉信号が送られてくるときには、変換回
路から出力されるパルス信号は、図１２に示すヘッダー部に続いて第１データが送られて
くる。図８に示すパターン２の不正検出開閉信号が送られてくるときには、変換回路から
出力されるパルス信号は、ヘッダー部に続いて第２データが送られてくる。図８に示すパ
ターン３の不正検出開閉信号が送られてくるときには、変換回路から出力されるパルス信
号は、ヘッダー部に続いて第１データと第２データが送られてくる。図８に示すパターン
４の不正検出開閉信号が送られてくるときには、変換回路から出力されるパルス信号は、
ヘッダー部に続いて第３データが送られてくる。図８に示すパターン５の不正検出開閉信
号が送られてくるときには、変換回路から出力されるパルス信号は、ヘッダー部に続いて
第１データと第３データが送られてくる。
【００７５】
　次に、信号パターン部のパルスの状態を判別する処理について説明する。始めに、図９
を参照して丸印Ａから丸印Ｂまでの処理の概略を説明する。図９のステップＳ４１とＳ４
２では、第１データの判定を行う。ステップＳ４１では、第１データの監視を開始し、エ
ラーを検出する。エラーであれば、ステップＳ３４に戻って、規定外動作であるので、判
断回路の出力端子ＯＵＴを初期化する。ステップＳ４２では、第１データの有無に基づい
て、値（後述する判定値）を取得して記録する。
【００７６】
　ステップＳ４３とＳ４４では、第２データの判定を行う。ステップＳ４３では、第２デ
ータの監視を開始し、エラーを検出する。エラーであれば、ステップＳ３４に戻って、規
定外動作であるので、判断回路の出力端子ＯＵＴを初期化する。ステップＳ４４では、第
２データの有無に基づいて、値（後述する判定値）を取得して記録データへ加算して記録
する。
【００７７】
　ステップＳ４５とＳ４６では、第３データの判定を行う。ステップＳ４５では、第３デ
ータの監視を開始し、エラーを検出する。エラーであれば、ステップＳ３４に戻って、規
定外動作であるので、判断回路の出力端子ＯＵＴを初期化する。ステップＳ４６では、第
３データの有無に基づいて、値（後述する判定値）を取得して記録データへ加算して記録
する。
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【００７８】
　ステップＳ４７とＳ４８では、第４データの判定を行う。ステップＳ４７では、第４デ
ータの監視を開始し、エラーを検出する。エラーであれば、ステップＳ３４に戻って、規
定外動作であるので、判断回路の出力端子ＯＵＴを初期化する。ステップＳ４８では、第
４データの有無に基づいて、値（後述する判定値）を取得して記録データへ加算して記録
する。上記のステップＳ４２からステップＳ４８の処理により、後述する０～１５の判定
値が得られる。
【００７９】
　次に、図１１を参照して、丸印Ａから丸印Ｂまでの詳細な処理について説明する。ステ
ップＳ８１では、判断回路が内蔵するタイマ２をスタートする。以下の処理では、タイマ
２を２０ms幅のパルスの検出に使用する。また、ステップＳ８１の処理は、ステップＳ３
６でヘッダー部を検出した後の処理となる。すなわち、ヘッダー部を検出した後のパルス
の検出を行う。ステップＳ８２では、図１２に示すヘッダー部と次の第１データとの間の
オフ期間の中心を計時するために、タイマ２が１０msを計時したか否かを判断する。タイ
マ２が１０msを計時していれば、ステップＳ８３でタイマ２をストップした後、ステップ
Ｓ８４で判断回路の入力端子ＩＮがローであるか否かを判断する。このとき、判断回路の
入力がハイであれば、規定外動作であるので、ステップＳ３４に戻って判断回路の出力を
初期化する。本実施形態では、ヘッダー部を検出して１０ms後に、判断回路の入力端子が
ハイとなることはないので、誤動作であると判断して、判断回路の出力を初期化する。こ
れにより、今回、検出したヘッダー部は、データとしては、無効のデータとして処理され
る。
【００８０】
　一方、判断回路の入力端子ＩＮがローであれば、第１データの有無を判断するために、
ステップＳ８５に移行して、タイマ２をスタートし、タイマ２が２０msを計時したか否か
を判断する（ステップＳ８６）。タイマが２０msを計時していれば、ステップＳ８７に移
行してタイマ２をストップし、ステップＳ８８で、判断回路の入力端子ＩＮがハイである
か否かを判断する。入力端子ＩＮがハイでなければ判定値として０を記憶し（ステップＳ
９０）、ハイであれば判定値として１を記憶する（ステップＳ８９）。
【００８１】
　ステップＳ９１では、図１２に示す第１データと第２データの中間のロー状態を確認す
るために、タイマ２を再スタートする。ステップＳ９２では、このロー状態の中心を検出
するために、タイマ２が２０msを計時したか否かを判断する。タイマ２が２０msを計時し
ていれば、ステップＳ９３でタイマ２をストップした後、ステップＳ９４で判断回路の入
力ＩＮがローであるか否かを判断する。このとき、判断回路の入力がハイであれば、規定
外動作であるので、ステップＳ３４に戻って判断回路の出力を初期化する。
【００８２】
　一方、判断回路の入力端子ＩＮがローであれば、第２データの有無を判断するために、
ステップＳ９５に移行して、タイマ２をスタートし、ステップＳ９６でタイマ２が２０ms
を計時したか否かを判断する。タイマが２０msを計時していれば、ステップＳ９７に移行
してタイマ２をストップし、ステップＳ９８で、判断回路の入力端子ＩＮがハイであるか
否かを判断する。入力端子ＩＮがハイでなければ判定値に加算することなく、ステップＳ
１００に移行し、ハイであれば判定値に２を加算して記憶する（ステップＳ９９）。した
がって、この段階では、判定値は、０か１か２か３となる。
【００８３】
　ステップＳ１００では、図１２に示す第２データと第３データの中間のロー状態を確認
するために、タイマ２を再スタートする。ステップＳ１０１では、このロー状態の中心を
検出するために、タイマ２が２０msを計時したか否かを判断する。タイマ２が２０msを計
時していれば、ステップＳ１０２でタイマ２をストップした後、ステップＳ１０３で判断
回路の入力端子ＩＮがローであるか否かを判断する。このとき、判断回路の入力端子ＩＮ
がハイであれば、規定外動作であるので、ステップＳ３４に戻って判断回路の出力を初期
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化する。
【００８４】
　一方、判断回路の入力端子ＩＮがローであれば、第３データの有無を判断するために、
ステップＳ１０４に移行してタイマ２をスタートし、ステップＳ１０５でタイマ２が２０
msを計時したか否かを判断する。タイマが２０msを計時していれば、ステップＳ１０６に
移行してタイマ２をストップし、ステップＳ１０７で、判断回路の入力端子ＩＮがハイで
あるか否かを判断する。入力ＩＮがハイでなければ判定値に加算することなく、ステップ
Ｓ１０９に移行し、ハイであれば判定値に４を加算して記憶する（ステップＳ１０８）。
したがって、この段階では、判定値は、０～７の何れかの値となる。
【００８５】
　ステップＳ１０９では、図１２に示す第３データと第４データの中間のロー状態を確認
するために、タイマ２を再スタートする。ステップＳ１１０では、このロー状態の中心を
検出するために、タイマ２が２０msを計時したか否かを判断する。タイマ２が２０msを計
時していれば、ステップＳ１１１でタイマ２をストップした後、ステップＳ１１２で判断
回路の入力端子ＩＮがローであるか否かを判断する。このとき、判断回路の入力端子ＩＮ
がハイであれば、規定外動作であるので、ステップＳ３４に戻って判断回路の出力を初期
化する。
【００８６】
　一方、判断回路の入力がローであれば、第４データの有無を判断するために、ステップ
Ｓ１１３に移行してタイマ２をスタートし、ステップＳ１１４でタイマ２が２０msを計時
したか否かを判断する。タイマが２０msを計時していれば、ステップＳ１１５に移行して
タイマ２をストップし、ステップＳ１１６で、判断回路の入力端子ＩＮがハイであるか否
かを判断する。入力端子ＩＮがハイでなければ判定値に加算することなくステップＳ５１
に移行し、ハイであれば判定値に８を加算して記憶し（ステップＳ１１７）、ステップＳ
５１に移行して判定値を判断する処理に移行する。この段階では、判定値は、０～１５の
何れかの値となる。
【００８７】
　次に、上述した図１１の処理で判定した判定値に基づいて、今回のパルス信号がどの不
正行為に対応するものであるかを判断して、対応する出力端子から信号を出力する処理に
ついて説明する。ステップＳ５１では、判定値が０であるか否かを判断し、０でなければ
、ステップＳ５２で判定値が５を超えているか否かを判断する。ステップＳ５１で判定値
が０のとき、またステップＳ５２の判断で、判定値が５より大きければ、ステップＳ５３
に移行して、判断回路の全ての出力端子ＯＵＴをローにする。すなわち、判定値が１～５
以外のときには、判断回路の全ての出力端子をローにして初期化する。ステップＳ５２で
判定値が５を超えていないと判断したときには、ステップＳ５４に移行する。
【００８８】
　ステップＳ５４では、判定値が１であるか否かを判断する。判定値が１であれば、ステ
ップＳ５５に移行して、このときのパルス信号は第１不正検出パルス信号に対応するもの
であるので、判断回路の出力端子ＯＵＴ１をハイに、それ以外の出力端子ＯＵＴ２～５を
ローにする。判定値が１でないときには、ステップＳ５６に移行する。ステップＳ５６で
は、判定値が２であるか否かを判断する。判定値が２であれば、ステップＳ５７に移行し
て、このときのパルス信号は第２不正検出パルス信号に対応するものであるので、判断回
路の出力端子ＯＵＴ２をハイに、それ以外の出力端子ＯＵＴ１，３～５をローにする。判
定値が２でないときには、ステップＳ５８に移行する。
【００８９】
　ステップＳ５８では、判定値が３であるか否かを判断する。判定値が３であれば、ステ
ップＳ５９に移行して、このときのパルス信号は第３不正検出パルス信号に対応するもの
であるので、判断回路の出力端子ＯＵＴ３をハイに、それ以外の出力端子ＯＵＴ１，２，
４，５をローにする。判定値が３でないときには、ステップＳ６０に移行する。ステップ
Ｓ６０では、判定値が４であるか否かを判断する。判定値が４であれば、ステップＳ６１
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に移行して、このときのパルス信号は第４不正検出パルス信号に対応するものであるので
、判断回路の出力端子ＯＵＴ４をハイに、それ以外の出力端子ＯＵＴ１～３，５をローに
する。判定値が４でないときには、ステップＳ６２に移行する。
【００９０】
　上記のステップＳ５１からＳ６１の処理により、判定値は１～５であり、しかも１～４
の何れでもないので、判断回路は、この場合の判定値は５であると分かる。したがってス
テップＳ６２では、このときのパルス信号は第５不正検出パルス信号に対応するものであ
るので、判断回路の出力端子ＯＵＴ５をハイに、それ以外の出力端子ＯＵＴ１～４をロー
にして、ステップＳ３５に戻り、以下、上述したステップＳ３５からステップＳ６２の処
理を行うことにより、次のパルス信号の処理を行う。
【００９１】
　図５に示す不正検出開閉信号は、不正検出開閉信号の数がおおくなると、信号全体の長
さが長くなる。これに対して、図８に示す不正検出開閉信号の場合、１６個の不正検出開
閉信号までは、信号全体の長さを変えることなく、信号を送ることができる。すなわち、
本変形例は、数多くの不正行為を検出した信号を外部に送出する場合に適している。上述
した本変形例のその他の作用・効果は、上述した本実施形態の作用・効果と同様である。
【００９２】
　尚、本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、その要旨の範囲内において種
々の変形が可能である。例えば、不正検出パルス信号は、上述したものに限定されるもの
ではなく、他の方法でパルスの幅や間隔を変えて、各不正検出パルス信号を生成するよう
にしてもよい。
【００９３】
　また、上記の実施形態では、複数の異なる不正検出パルス信号を受信する不正用共通入
力端子が１個、また複数の異なる不正検出開閉信号を出力する不正用共通出力端子が一組
設けてある場合について説明したが、不正用共通入力端子を複数個、また不正共通出力端
子を複数組、設けるようにしてもよい。
【００９４】
　また、上記の実施形態では、防犯信号出力基板はドライブ回路を介して、判断回路の出
力信号を外部装置に送出する場合について説明したが、防犯信号出力基板はドライブ回路
を設けずに、判断回路の出力信号を外部装置に直接、送出するようにしてもよい。
【００９５】
　また、上記の実施形態では、検出手段としてセンサを用いる場合について説明したが、
本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、電源がオンされたことを検出するには
、電源センサではなく、電源投入後の一定時間だけオン状態となるタイマ等を用いてもよ
い。また、ホッパーモータ駆動信号を発するのは主制御基板であるので、ホッパーモータ
センサの代わりに主制御基板においてソフト的にホッパーモータセンサと同等の機能を実
現するようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　以上説明したように、本発明の防犯信号出力基板によれば、不正行為を検出したときに
外部に発する複数の異なる不正検出パルス信号を、外部集中端子板の同一の不正用共通入
力端子と同一の不正用共通出力端子を介して外部に送出することができる。したがって、
遊技場に設けられた多数の回胴式遊技機で行われる不正行為を外部装置で管理することが
できる。よって、本発明は回胴式遊技機に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】図１は本発明の一実施形態である回胴式遊技機用防犯信号出力基板の概略ブロッ
ク図である。
【図２】図２は本発明の一実施形態で用いる回胴式遊技機の概略正面図である。
【図３】図３は本発明の一実施形態である回胴式遊技機装置の前面扉を開いた状態の概略
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【図４】図４は回胴式遊技機に設けられた外部集中端子板の配線図である。
【図５】図５は、外部集中端子板の一組の端子ＣＮ２（６），ＣＮ２（８）から外部に送
出される不正検出開閉信号を示す図である。
【図６】図６は、防犯信号出力基板の配線図である。
【図７】図７は、判断回路の動作を説明するためのフローチャートである。
【図８】図８は外部集中端子板の一組の端子ＣＮ１（６），ＣＮ２（８）から外部に送出
される不正検出開閉信号の他の一例を示す図である。
【図９】図８に示すパターンで不正検出開閉信号が送られたときの判断回路の動作を説明
するための全体のフローチャートのである。
【図１０】図１０は図９のステップＳ３３の割り込み処理の詳細なフローチャートである
。
【図１１】図１１は図９の丸印Ａから丸印Ｂまでの詳細なフローチャートである。
【図１２】図１２は、判断回路の入力端子ＩＮに送られてくるパルス信号を説明するため
の図である。
【符号の説明】
【００９８】
　　１　　回胴式遊技機
　　１ａ　　機枠
　　２　　前面扉
　　４　　メダル受け皿
　　５　　始動スイッチ
　　６　　メダル払出し口
　　７～９　　停止ボタン
　１０　　メダル投入口
　１１ａ　　貯留メダル投入ボタン
　１１ｂ　　貯留メダル精算ボタン
　１５　　貯留メダル枚数表示部
　１６　　払出しメダル枚数表示部
　１７～１９　　ストップランプ
　２０　　回胴回転装置
　２０ａ～２０ｃ　　回胴
　２０ｘ　　表示窓
　２２　　ホッパーバケット
　２３　　メダル排出装置
　２４　　リセットスイッチ
　２７　　外部集中端子板
　８０　　外部装置
　１１０　　主制御基板
　１１１　　不正検出信号生成部
　１２０　　副制御基板
　５１０　　変換回路
　５２０　　判断回路
　５２５　　マイコン
　５２６　　クロック発生回路
　５３０　　ドライブ回路
　Ｉ　　インターフェイス回路
　ＣＮ１～ＣＮ７　　コネタク
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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